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令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
年
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
及
び
消
防
関
係
の
皆
様
に
は
、
御
家

族
共
々
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
は
当
協
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

皆
様
か
ら
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、

日
立
市
防
災
協
会
が
設
立
40
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
関
係
各
位
か

ら
の
御
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
各
種
事
業

を
通
じ
て
市
民
の
「
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
引
き
続
き
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
は
、
自
然
災
害
が
多
発
し
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

日
立
市
内
で
も
昨
年
９
月
に
、
短
時
間

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
床
上
浸
水
や
道
路

冠
水
被
害
な
ど
発
生
し
、
多
く
の
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。

当
協
会
と
し
て
は
、
早
期
の
復
旧
を
願

い
つ
つ
も
、
本
年
も
一
層
の
熱
意
を
も
っ

て
地
域
の
防
火
防
災
に
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
の
御
支
援
・
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年

頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
挨
拶日

立
市
防
災
協
会

 

会
長　

宮
内　

博

謹謹  

賀賀  

新新  

年年

御岩神社　楼門の天井画「日天月天図」（にってんがってんず）
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輝
か
し
い
令
和
６
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

日
立
市
防
災
協
会
の
宮
内
会
長
を

は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
本
市
の
消
防
行
政

に
対
し
ま
し
て
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
、
台
風

や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
発

生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
昨
年
９

月
の
台
風
13
号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り

市
内
各
地
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
、
自
然
の
猛
威
を
改
め
て
認

識
い
た
し
ま
し
た
。

当
市
消
防
本
部
と
し
ま
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
災
害
に
も
的
確
に
対
応

し
、
地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
を
守
る
と
い
う
使
命
遂
行
の
た
め
、

日
々
努
力
し
、
市
民
の
期
待
に
応
え

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

協
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
防

災
体
制
の
充
実
と
市
民
の
安
全
思
想

の
普
及
に
更
な
る
御
尽
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
結
び
に
、
皆
様
方
の
御
健
勝

と
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

昭
和
58
年
６
月
に
「
日
立
市
危
険

物
安
全
協
会
」・「
日
立
市
防
火
管
理

協
議
会
」・「
日
立
市
山
林
火
災
防
止

協
会
」
の
三
協
会
が
統
合
し
、「
日
立

市
防
災
協
会
」
が
発
足
し
、
昨
年
設

立
40
周
年
記
念
を
迎
え
ま
し
た
。

当
初
は
、令
和
５
年
10
月
26
日
（
木
）

に
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
開
催
す

る
予
定
で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

準
備
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

昨
年
９
月
に
発
生
し
た
台
風
13
号
に

伴
う
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
市
内

に
お
け
る
被
害
が
あ
ま
り
に
も
大
き

い
こ
と
か
ら
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
干
支
は 

辰 

で
す
。

十
二
支
の
中
で
辰
（
竜
）
だ
け
が
架

空
の
生
き
物
で
あ
り
、
中
国
で
は
古

く
か
ら
権
力
の
象
徴
と
さ
れ
て
お
り
、

「
正
義
」
を
表
す
と
も
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
辰
年
は
景
気
が
良
く
な
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
物
価
高
騰
が
叫

ば
れ
て
る
今
、
景
気
が
良
く
な
る
こ

と
を
祈
り
つ
つ
・
・
・
・

　

今
年
は
、
ど
ん
な
年
に
な
る
で
し
ょ

う
か
？

今
年
は
、
明
秀
学
園
日
立
高
等
学

校
の
年
男
、
筑
波
大
先
生
に
、
新
年

の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

【
新
年
の
抱
負
】

明
秀
学
園
日
立
高
等
学
校　

生
徒
指
導
部
長　

筑
波　

大

昭
和
51
年
５
月
23
日
生

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
大
学
卒
業
後
、
明
秀
学
園
日

立
高
等
学
校
に
勤
務
し
今
春
で
教
員

生
活
26
年
目
を
迎
え
ま
す
。
担
当
科

目
は
保
健
体
育
科
で
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
監
督
を
務
め
て
い
ま

す
。あ

っ
と
い
う
間
の
四
半
世
紀
で
し

た
が
、「
防
災
」
と
い
う
視
点
で
振
り

年
頭
に
当
た
り

年
頭
に
当
た
り

日立市消防長
綿引　学

辰
年
の
特
徴

　『
権
力
の
象
徴
』
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








日
立
市
防
災
協
会

日
立
市
防
災
協
会

設
立
設
立
4040
周
年
周
年

筑波先生
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返
る
と
東
日
本
大
震
災
や
昨
年
９
月

の
台
風
13
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
な
ど

が
深
く
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
自
身
も

未
曽
有
の
出
来
事
を
通
じ
て
多
く
の

学
び
を
得
て
、
防
災
の
意
識
も
自
ず

と
高
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
2
0
2
0
年
か
ら
お
よ
そ
３

年
半
に
渡
り
私
た
ち
の
生
活
を
大
き

く
変
え
た
コ
ロ
ナ
禍
も
、
昨
年
に
は

５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
世
の
中
も
以

前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
皆
様

も
４
年
ぶ
り
に
明
る
い
気
持
ち
で
年

越
し
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
年
も
生
徒
た
ち
が
マ
ス
ク

を
外
し
て
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
日

常
が
続
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い

ま
す
。

様
々
な
経
験
の
中
で
私
の
新
た
な

趣
味
と
な
っ
た
の
が
キ
ャ
ン
プ
や
登

山
で
し
た
。
長
い
こ
と
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
熱
中
し
て
き
た
私
は
大
半

の
時
間
を
室
内
で
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
部
活
が
で
き
な
い
、

飲
み
に
も
行
け
な
い
、
そ
ん
な
憂
い

の
中
で
自
然
に
飛
び
込
み
、
マ
ス
ク

を
外
し
、
季
節
の
風
を
感
じ
、
生
い

茂
る
植
物
を
目
に
す
る
こ
と
は
多
く

の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
焚
火
を
眺
め
な
が
ら
、
そ

の
日
の
気
分
で
選
ん
だ
旬
の
食
材
を

食
し
、
夜
空
の
星
を
見
上
げ
る
と
、

日
常
の
有
難
み
を
深
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
田
舎
育
ち
の
私
に

と
っ
て
あ
ら
た
め
て
自
然
の
中
に
身

を
置
く
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

辰
年
は
激
動
激
変
の
年
と
言
わ
れ

ま
す
が
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。

こ
れ
ま
で
以
上
に
今
あ
る
日
常
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
時
代
、
ど

ん
な
出
来
事
に
も
自
然
体
で
柔
軟
に

逞
し
く
対
応
で
き
る
人
間
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
審
査
会
を
９

月
15
日
（
金
）
に
消
防
本
部
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら

２
４
６
点
の
応
募
が
あ
り
、
小
学
生

低
学
年
の
部
、
小
学
生
高
学
年
の
部
、

中
学
生
の
部
の
３
部
門
に
お
い
て
審

査
を
行
い
、
当
協
会
か
ら
は
、
宮
内

会
長
と
小
野
﨑
副
会
長
が
審
査
員
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

各
部
門
か
ら
４
点
選
出
さ
れ
た
合

計
12
点
の
優
秀
作
品
は
、
９
月
24
日

（
日
）
２
０
２
３
市
民
生
活
安
全
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
及
び
11
月
２
日
（
木
）

か
ら
15
日
（
水
）
ま
で
シ
ー
マ
ー
ク

ス
ク
エ
ア
１
階
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
内

に
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々
に
火
災

予
防
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
作
品
は
茨
城
県
幼
少

年
女
性
防
火
・
防
災
委
員
会
が
主
催

す
る
、「
第
41
回
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

女子バスケットボール部の指導

明秀学園日立高等学校正門

審査の様子

火
災
予
防ポ

ス
タ
ー
審
査
会
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金
賞　

櫛
形
小
１
年 

片
根 

蒼

銀
賞　

大
み
か
小
２
年 

村
上 
栄
都

銅
賞　

久
慈
小
２
年 

大
塩 

こ
の
葉

佳
作　

久
慈
小
２
年 

赤
津 

碧

金
賞　

久
慈
小
５
年 

大
塩 

り
の
葉

銀
賞　

久
慈
小
４
年 

冨
永 

桃
榎

銅
賞　

日
高
小
６
年 

吉
田 

空
冴

佳
作　

櫛
形
小
５
年 

薄
井 

望
羽

金
賞　

平
沢
中
１
年 

生
田
目 

紗
朱

銀
賞　

駒
王
中
１
年 

水
庭 

瑠
里

銅
賞　

泉
丘
中
１
年 

吉
川 

翔

佳
作　

泉
丘
中
２
年 

市
毛 

琉
月

令
和
５
年
11
月
９
日
（
木
）
に
令

和
５
年
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
、
日
立
バ
イ
パ
ス
浜
の

宮
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
で
、
消
防
本
部
予

防
課
と
日
立
警
察
署
の
合
同
で
立
入

検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
立
入
検
査
で
は
危
険
物
の
移

送
又
は
運
搬
中
に
お
け
る
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
危
険
物
移

動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
（
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
）
及
び
危
険
物
運
搬
車
両
の
点

検
状
況
や
免
状
の
携
行
及
び
消
火
設

備
な
ど
消
防
法
に
違
反
が
な
い
か
を

検
査
し
、
危
険
物
の
安
全
確
保
の
徹

底
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
　
低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

小
学
生
　
高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

立入検査の様子

危
険
物
移
動
タ
ン
ク
　

　
　
貯
蔵
所
立
入
検
査
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令
和
５
年
11
月
９
日
（
木
）
に
火

災
予
防
駅
前
街
頭
広
報
を
行
い
ま
し

た
。秋

の
晴
天
に
も
恵
ま
れ
清
々
し
い

朝
に
、
宮
内
会
長
以
下
、
役
員
10
名

が
参
加
し
、
消
防
本
部
予
防
課
、
日

立
消
防
署
、
豊
浦
学
区
及
び
十
王
地

区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
、

J
R
日
立
駅
前
で
通
勤
や
通
学
を
し

て
い
る
方
に
、
火
災
予
防
啓
発
品
と

し
て
マ
ス
ク
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
、
火
災
予
防
を
訴
え

ま
し
た
。

令
和
５
年
11
月
17
日
（
金
）
に
日

立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
音
楽
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
第
１
回
目

の
日
立
市
防
災
協
会
防
災
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

９
月
に
発
生
し
た
台
風
13
号
に
伴

う
記
録
的
な
大
雨
を
経
験
し
た
こ
と

や
、
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
の

節
目
と
い
う
こ
と
で
、
国
立
研
究
開

発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
、
マ

ル
チ
ハ
ザ
ー
ド
リ
ス
ク
評
価
研
究
部

門
長
の
藤
原
広
行
様
を
講
師
に
迎
え
、

「
大
雨
に
よ
る
水
害
対
策
及
び
多
様
性

の
あ
る
巨
大
地
震
・
津
波
災
害
へ
の

備
え
」
を
テ
ー
マ
に
、
拡
大
化
及
び

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
対
す
る
備

え
等
を
、
企
業
目
線
で
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
に
茨
城
県
で
被
害
の
大
き

か
っ
た
巨
大
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
や
、
今
後
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
」
等
の
巨
大
地
震
発
生
の
予
測
な

ど
、
専
門
的
な
研
修
と
な
り
、
防
災
・

減
災
に
関
す
る
意
識
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
11
月
27
日
（
月
）
及
び

29
日
（
水
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

消
防
本
部
と
日
立
・
北
部
各
消
防

署
か
ら
推
薦
さ
れ
た
４
事
業
所
を
対

象
に
、
日
高
学
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

員
、
予
防
課
員
の
協
力
に
よ
り
、
各

事
業
所
の
施
設
及
び
消
防
用
設
備
等

の
維
持
、
管
理
の
状
況
等
の
審
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

駅
前
街
頭
広
報

集合写真

マスク・ポケットティッシュの配布

挨拶をする宮内会長講師の藤原様

集合写真

防

災

研

修

会

美
化
・
安
全
審
査
会
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審
査
会
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
事
業
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・（
株
）
レ
ゾ
ナ
ッ
ク

　
　

山
崎
事
業
所　

様

・
茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
（
株
）

　
　

日
立
田
尻
店　

様

・
天
谷
医
院　

様

・（
株
）
カ
ス
ミ　

　
　

日
立
豊
浦
店　

様

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
全
て
の

事
業
所
様
が
優
良
で
し
た
。

４
事
業
所
様
、
並
び
に
審
査
員
の

皆
様
、
お
忙
し
い
中
、
御
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
９
月
の
台
風
に
よ
る
災

害
復
旧
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、

12
月
18
日
（
月
）
に
日
立
市
役
所
に

お
い
て
、
当
協
会
か
ら
日
立
市
へ
40

周
年
記
念
事
業
費
か
ら
30
万
円
を
寄

附
し
ま
し
た
。

有
限
会
社　

テ
イ
ク
ア
ー
ト

　

代
表
取
締
役　

額
賀
武
司
さ
ん

「
人
と
の
繋
が
り
」

日
立
市
久
慈
町
で
屋
外
広
告
業
を

営
む
（
有
）
テ
イ
ク
ア
ー
ト
の
額
賀

と
申
し
ま
す
。
個
人
事
業
か
ら
始
ま

り
県
内
外
か
ら
ご
贔
屓
を
い
た
だ
き

早
34
年
。
そ
ん
な
会
社
代
表
の
子
供

た
ち
の
お
話
し
を
。

市
内
で
飲
食
店
を
営
み
な
が
ら
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
指
導
者
と
し
て
多
方
面
で
力

を
注
ぎ
、
今
は
引
退
し
、
隠
居
の
義

理
父
母
。
や
は
り
私
も
商
売
柄
、
地

域
の
活
性
化
の
お
手
伝
い
や
少
年
団

指
導
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
事
で
、

我
が
子
供
た
ち
も
血
筋
な
の
で
し
ょ

う
か
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
す

る
人
生
を
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

先
ず
は
愚
女
（
長
女
）
の
お
蔭
で

消
防
の
繋
が
り
に
つ
い
て
。

小
学
生
時
代
に
夏
休
み
防
災
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
に
際
し
、

当
時
臨
港
消
防
署
の
職
員
様
よ
り
入

選
ポ
ス
タ
ー
と
全
国
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
選
標
語
を
風
雨
に
耐
え
ら
れ

る
素
材
で
ミ
ニ
灯
台
に
掲
載
し
た

い
！
と
の
お
話
を
賜
り
「
う
ち
の
娘

の
絵
を
掲
示
し
て
い
た
だ
け
る
の
な

ら
」
と
、
弊
社
存
続
の
限
り
、
毎
年

の
入
選
作
を
加
工
し
て
無
償
提
供
す

る
事
を
お
約
束
。
そ
れ
以
来
消
防
署

職
員
様
に
は
ご
厚
誼
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

集合写真

㈱レゾナック山崎事業所様

小川市長と宮内会長

額賀様一家の集合写真

茨城トヨペット（株）日立田尻店様

リ
レ
ー
放
談

日
立
市
へ
寄
附
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ま
た
、
遡
る
事
14
年
前
に
北
海
道

ス
キ
ー
旅
行
に
行
っ
た
際
、
現
地
に

て
不
格
好
な
ス
キ
ー
を
し
て
い
た
娘

へ
「
現
地
の
消
防
署
員
で
少
年
団
に

ス
キ
ー
を
教
え
て
い
る
」
と
い
う
方

か
ら
手
ほ
ど
き
を
被
り
、
帰
宅
後
に

娘
直
筆
の
礼
状
を
お
送
り
し
、
そ
れ

以
来
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
。

そ
ん
な
愚
女
に
は
「
人
と
人
を
繋

ぐ
仕
事
に
就
い
て
も
ら
い
た
い
」
と

願
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
で
は
市
職

員
と
し
て
市
民
の
皆
様
に
注
力
す
る

職
に
就
き
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
愚
息
の
お
話
し
。

2
0
1
1
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
の
日
、
卒
業
式
を
終
え
た
２
日

後
、
学
校
前
の
飲
食
店
に
集
合
し
開

店
を
待
っ
て
い
た
最
中
に
あ
の
大
揺

れ
！
即
体
育
館
に
入
り
避
難
者
の
誘

導
や
手
助
け
、
ま
た
は
地
面
を
掘
り

簡
易
ト
イ
レ
の
準
備
と
奔
走
。
あ
の

時
の
中
学
生
た
ち
は
全
国
か
ら
絶
賛

さ
れ
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
事
を
父

と
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
小
山
市
の
大
学
に
通
う

も
こ
こ
で
も
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、

住
ま
い
は
水
没
！
家
財
全
滅
。
幼
児

期
に
は
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の
日
、
父

と
２
人
で
夕
食
外
出
し
、
小
雨
に
当

た
り
な
が
ら
の
帰
宅
。
数
日
後
帰
宅

し
た
妻
に
「
放
射
能
が
付
い
て
い
る

か
も
知
れ
な
い
雨
具
を
玄
関
に
掛
け

て
お
く
と
は
！
」
と
酷
く
叱
ら
れ
。

そ
ん
な
愚
息
を
家
族
の
間
で
は
「
天

才
児
」
な
ら
ぬ
「
天
災
児
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

そ
の
愚
息
も
当
時
の
経
験
を
元
に

伝
え
、
指
導
を
し
て
行
き
た
い
と
教

員
に
な
り
、
毎
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

も
う
1
人
の
愚
女
（
次
女
）
は
現

在
、
理
容
美
容
の
専
門
学
校
へ
通
う

学
生
。
何
れ
独
立
し
、
お
店
を
持
ち

た
い
と
目
標
を
立
て
学
ん
で
お
り
ま

す
が
、
も
う
一
つ
の
目
的
が
「
介
護

施
設
」
と
「
障
害
者
施
設
」
へ
出
向

き
訪
問
施
術
を
し
た
い
！
と
。
そ
ん

な
夢
を
抱
き
な
が
ら
日
々
電
車
に
揺

ら
れ
通
学
中
。

「
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切

に
！
」
を
重
ん
じ
る
祖
父
母
と
両
親

の
精
神
を
引
き
継
ぐ
子
供
た
ち
の
今

後
の
成
長
と
人
生
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

有
限
会
社　

テ
イ
ク
ア
ー
ト

　

日
立
市
久
慈
町
４
‐
１
‐
７

新
年
名
刺
交
換
会

日
時
＝
令
和
６
年
１
月
５
日
（
金
）

　
　
　

午
後
４
時
か
ら
５
時

会
場
＝
ホ
テ
ル
天
地
閣

主
催
＝
日
立
市
･
日
立
商
工
会
議
所

日
立
市
消
防
出
初
式

日
時
＝
令
和
６
年
１
月
７
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
か
ら
10
時
45
分
ま
で

場
所
＝
日
立
市
消
防
拠
点
施
設

　
　
　

防
災
広
場

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理
併
催
講
習

〇
講
習
日
＝
令
和
６
年
２
月
20
日（
火
）

２
月
21
日（
水
）

会
場
＝
日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
50
人

受
付
＝（
一
財
）日
本
防
火
・
防
災
協
会

受
付
期
間

令
和
５
年
12
月
20
日
（
水
）
か
ら

12
月
27
日
（
水
）
ま
で

問
合
せ
先

（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

電
話
０
３
‒
６
２
６
３
‒
９
９
０
３

南部消防署のポスター掲示板

せ

ら

し

お

講
　
習
　
会
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危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

〇
講
習
日
＝
令
和
６
年
１
月
23
日（
火
）

会
場
＝
鹿
嶋
勤
労
文
化
会
館

種
別
＝
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
・
一
般

受
付
期
間

令
和
６
年
１
月
９
日
（
火
）
か
ら

１
月
16
日
（
火
）
ま
で

〇
講
習
日
＝
令
和
６
年
２
月
８
日（
木
）

会
場
＝�

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ

会
館
（
県
立
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
）

種
別
＝
一
般
・
給
油
取
扱
所

受
付
期
間

令
和
６
年
１
月
18
日
（
木
）
か
ら

１
月
25
日
（
木
）
ま
で

問
合
せ
先

（
公
社
）
茨
城
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会

電
話
０
２
９
‒
３
０
１
‒
７
８
７
８

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

第
６
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

〇
受
講
開
始
日
＝
令
和
６
年
１
月
30

日
（
火
）
か
ら
１
か
月

受
講
方
法
＝
受
講
者
が
各
自
の
Ｐ

Ｃ
等
で
受
講

種
別
＝
全
種
別
（
一
般
・
給
油
取

扱
所
・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
）

受
付
期
間

令
和
６
年
１
月
10
日
（
水
）
か
ら

１
月
17
日
（
水
）
ま
で

問
合
せ
先

（
公
社
）
茨
城
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会

電
話
０
２
９
‒
３
０
１
‒
７
８
７
８

新
規
会
員
募
集
に
つ
い
て

当
協
会
で
は
、
新
規
会
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
声

か
け
に
つ
き
ま
し
て
、
御
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
会
に
つ
い
て

・（
株
）
ナ
カ
ノ
化
成　

様

・（
有
）
よ
し
み
や　

様

・（
有
）
佐
々
木
電
材
工
業　

様

長
い
間
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

防
火
管
理
講
習
受
講
料
の
助
成
申

請
は
済
ん
で
い
ま
す
か
。

当
協
会
で
は
、
日
立
市
内
で
実
施

す
る
防
火
管
理
講
習
（
企
業
講
習
・

再
講
習
を
除
く
）
受
講
料
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
が

お
済
み
で
な
い
方
は
事
務
局
ま
で
問

い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
０
２
９
４
‒
２
２
‒
０
７
２
７

【
助
成
対
象
と
な
る
講
習
（
１
月
１
日

現
在
）】

日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
た
次
の
甲
種
又
は
乙
種
防
火

管
理
講
習
会

・
令
和
５
年
９
月
20
日（
水
）、21
日（
木
）

・
令
和
５
年
11
月
９
日（
木
）、10
日（
金
）

令
和
５
年
は
市
内
に
お
い
て
、
前

年
に
比
べ
火
災
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

火
気
の
適
正
な
取
り
扱
い
、
電
気

機
器
及
び
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
や
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
な

ど
し
て
、
火
災
予
防
に
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら

住
宅
火
災
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！


